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Dipyrrolyldiketone boron complexes exhibit dynamic anion-binding behavior with pyrrole-

ring inversion to be converted to pseudo-p-electronic anions.  In combination with p-
electronic cations, the pseudo-p-electronic anions form charge-by-charge ion-pairing 
assemblies.  In this study, non-planar dipyrrolyldiketone boron complexes with 
ethynylphenylethynyl groups as reaction sites were synthesized to prepare cyclic and acyclic 
oligomers by coupling reactions.  
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アニオン応答性π電子系であるジピロリルジケトンホウ素錯体はピロール環反転

を伴うアニオン会合挙動を示し、疑似的なπ電子系アニオンとなる。1) 適切な周辺修

飾をすることでアニオン会合による動的構造変化を誘起し、π電子系カチオンとのイ

オンペア集合体を形成することを明らかにした。2) 本研究では、反応部位としてエチ

ニル基を末端に導入した非平面型ジピロリルジケトンホウ素錯体を合成し、ホモカッ

プリングによる環状および非環状型オリゴマーの合成を検証した。ジピロリルジケト

ンホウ素錯体ジヨード体 1 とシリル保護されたエチニルフェニルエチニル側鎖ユニ

ット 2aの薗頭カップリングにより、非平面型ジピロリルジケトンホウ素錯体 3aを合

成した（Figure 1）。3aの脱シリル化によって 4aへと変換し、続くグレイサーカップ

リングによる末端エチニル基の連結で環状および非環状型オリゴマー（5aおよび5´a）
の合成を試みたが、溶解性が低く単離が困難であった。そのため、側鎖芳香環にアル

コキシ基を導入した誘導体 4b,cのカップリングによるオリゴマー化を検証した。 
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